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最近経験せるRiehl黒皮症の数例
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　Riehl黒皮症は策1次一ll1：界大職1受欧州に発生し，木邦　　　いる。

にても主として今次大戦後に多数発焦した。lli．k後15年　　　　本邦においては1933年村田カミ女子！蹟葡の色索沈麟身δ

経つた今日未だ当科外来を訪れる患驚カミ少なくない。　　　よび堀饗角化粒説症状とするもの窟記載L，第2次li1：

　本症の歴史をみると，1917年Riehlは何’1｛1外1熱と思　　　界穴戦の宋期より報告が糊ついで趨つたo　I943向訴［U11

われるものなくして，顔面の特異な色講沈蒲と毛駈彫q　　は第1次肚界大1険後独，瑛に生じた前記醐｝酔疾患との

化をきたす症例を経験し，これを新しい皮1醇疾患とし　　　類似なはじめて粥摘し，Rieh！黒皮症の名で報轡し

・て報告した。即ち臨床的蒋徴として靴糠様落屑を伴う　　π、p戦後は甚だ多くの報告が見られた。野1肱皆見

紫禍色の色讃瀧蒲，毛i腿口はロ彰開し角除面飽をみ，組　　　（雀）等ほ女こ子噸醐無1皮症（Melanosis　faciel　femi－一

織学的特徴として蓑皮下色講瀧蒲と細胞浸潤をあげて　　　nae）としてRiehl黒皮症の蝶症た署｝一独立疾患とし

いる◎またRiehlはその原因として玉蜀黍粉，碗豆，　　　て発讃した。野間は木⇒…ll症f列はRieh1黒皮症あるいは

ムギチデシ・，融など嚇1次ll1堺大　㈱，の代験　 M・1…d・rrniti・t・・i・・と鱗膜縣にあるとレbl

品による内的原因を考えた。同じ年にHofftntann＆　　　見（鱈）はRieh1黒皮症｝止慈鰻病変の存在することを

Habe「mannは苔癬様丘疹あるいは水萢を伴うテー　　　その条件として本邦の黒皮症とたがいに移行し得ると

ル黒皮症の症例を多く観察し蓄癬様水庖性中糠性黒色　　　いう見解をもち，伊藤，飯馬は色紫沈藩，縮齢角化は

皮慮炎（Melanododer！nitis　toxica　lichenoides　et　　同一一症例に併発をみることもあるが，むしろ両漉状を

bullosa）と命名し，之はテール，石油の誘導体を　　　嵐独に出現する例も多く，之等ほすべで共通あるい砿

含む粗悪化粧晶油脂，膏薬等の使用が主因であろう　同時に作用した病！鯛に帰すべき、ものであり之等を舎せ

と想籐した。またRieh1の報告症例もこれに属するも　　　てMelanoclermitis　toxicaの特微に殻も一致すると

のであるとした。1918年伯林で囲かれた皮鵬科学会総　　　いつている。北村（包）は氷症を臨床一t二細点状，緬平

会ではRlehl黒皮疲とHoffmann－Habermannの　　　隆起憐の一見して苔癬様個疹がたがいに速絡して綱状

，黒色皮鵬炎とをあわせて戦争黒皮症（Kriegs　Mela一　　をなし，組織学的にも苔漁隙所見な騒するものと，臨

nose）と呼ぶことにした。其の頃Fabryは顔面，躯　　　庫．回彌漫性に一キ羨の磁素沈若を皐し，組織掌的に滋に

幹，四肢屈側に網状褐色色素沈着を来す痛例を経験　　　【血1管周囲性綿1胞浸1閏を有するにすぎないものと・即ち

し，これにつき1923年ObermUlerとともに色素沈蒲　　　苔癬型と非苔鯉凱こわかち，前春は砒ii幣llが禽劾でこ

扁平紅色苔癬（Lichen　ruber　planus　cum　pigmen一　　れは苔癬と共通の素悶ないし反応性から生じるもので

tatione），あるいは色素性苔癬（Lichen　pigmento一　　あろうとしている。

sus）で幽ると報告した。またフラソスでは1923年
Ci。。tt。は前記の雛と無関係に本症類似症例をJ。一　　　　症状

cobiのPoikilodermieの亜型として顔頸部色素性細　　　　主捷状は色棄沈齎と毛嚢変化で，色素沈着は本流の

網状多形皮虜症（Poikilodermie　r6ticu16e　pigmen一　　最大の特徴であり，その色調は紫灰乃至紫禍色のもの

taire　du　visage　et　du　cou）として翻載した。之　　　が大部分である。この色調は症例の新1日により左右さ

等4者の異同をめぐり活簸な議論が行われたが判然と　　れ，初期炎症の存続する例では赤色調が加つている。

していない。飯島は前3薪は恐らく同一疲であり，　　　また色素沈着の形態は禰漫性であり，よく見ると大部

CivatteのPokilodermieは一部は之等に，他はJa一　　分の色素斑は毛孔を申心とする点状で，その多発融合

cobi型Poikiloderrnieの局在型とする見解をとつて　　により綱状を皇している。色素沈蒲はほとんど全顔面
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を均等に侵す場合もあるが一般に額，特に側方，耳前　　　は両頬部，額部および耳前部に比較的境界1鮮明な紫褐

部，頬骨部更に願郁に顕四勘こ限局する。色素沈着部と　　　色調の色素斑あり，毛孔角化がみられ，蓑面は粗繊で

健康iilの境界は不明瞭である。毛嚢変化は1っは而飽　　　ある。

状で他の1っは所謂角性座癒1長である。　　　　　　　　　症例3．31才の洗濯女子工員。昨年夏より灘面にll葺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痒｛豊発疹を強じ色素沈璃…を来す。現症は額の髪際，眼

　　　　　　組織所見　　　　　　　　　　　窩下部，川用に軽度の発赤と落ll｝あり，紫褐色調の色

　表皮の非簿化，有棘細胞層，基底糸［【1胞周の空胞化が　　　素沈着を示している。

みられ・メラ＝ン含置の減少がある。貞皮桟層に軽度　　　　症例4．37才寡庭の煮婦。約1年前」：り顔醐，頸部

の浮腫と小淋巴球，一一部組織球性の細胞浸潤が主に並t　　に色封尋漫蒲を来し，自覚症状は全くない。現症は顔面

管欄囲および毛製周囲に認められる。北村（、1）の苔　　　より頸部，耳上部に紫褐色の色魂1沈蒋が凌，り，至蕪一

癬型では細胞浸潤は帯状にIL・つ深Illllこ対して水平に欄　　　致惟の角質上1脅殖は≡欝明でなく，一・一什1に発赤がみられ

されている。最も特徴的なのは1〔皮浅1隙’こ浸潤細）1包W：　　　る。その他の乎掌，口1擦粘膜，腋窺，乳厨には色素沈

混じてメラニンを有する大小の細胞が増加する所見で　　　着力認められない。

ある。これは表及内にメラ・；ンの過測生成があり，し　　　症例5．30才家庭の掘婦。約41刷1に両り1酬1に紅1汀1

かも表皮細胞の変性のためにメラニンが基底細胞に　　　を生じ，その後色素沈粁な来す。現症は類部に比li受的

保持できずに翼皮内に流下して，所謂lncontinetia　　境￥iし鮮明な褐色乃蚤職聯1占色の網状の色蜘｛【あり，その

pigmenti　histologicaといわれる状態になると解さ　　　rl，i心に莞細1血僻拡張がみられる。皮胸の袈縮は明瞭で

れているoその他に三［i澱は拡張し内に角罐を容れ，小　　　なく．耳瑚囲，乎，足の瓶壁一・致性の角暫増殖は見ら

1’『形細胞浸潤が毛嚢をとりかこんでいる像がみら，h，　　　れ歳い（図3）。　病巣剖1の組織所髪1ウ凱軽慶の角貿増殖

面飽型ではとくに著明である。　　　　　　　　　　　　　があり，炎皮は一・般vr－　；）1薄で，窟棘層には空1泡形成が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みられ，菱t底層ではメラノサイトが火きくなつて究胞

　　　　　　原因　　　　　形成を示し，その下部の翼皮の綱状肺こかなり多1轟：の
　本症の発生が大戦に関係したことは前記した如く　　　色素塊がみられる。そして表皮から爽皮内に落下して

で・それに関して多くの原因が考えられている。勿論　　　いる如き様相を蛾している。尚一部の藁底層は配列が

1つの原因から本症が現れてくるものでなく，種！tの　　　乱れていて，その部分の真皮に多．11：の色素カミみられ

原因として内因，外悶が重なって生ずるもので座ろう　　る。その附近の翼皮は血管1’梱性に円形細胞の浸潤が

とされている。また之に関しての研究報告が数多くあ　　　みられる。1披は表皮の方から落下した色素と前紀の

る。内因・外因それぞれ各種の因子が凄雑で，またそ　　　淋巴球の他に一般に浮腫状を暴し，結合織の走行がか

れらが電複して本症を発生するものと思われ，さらに　　　なり乱れている（図4）。

先天的素因が考えられている・一舟貨には轍の粗悪化　　以一1、5欄についてf騨に言己したが，ともに職り定

粧品が重要な因子と考えられているが，戦後15年の今　　　型的な所見を示している督症例5については始めPoi一

日でも本症の発生をみるのは米だ他に重要因子の存在　　　kileclermieのCivatte型を疑はしめた。　t！II　t）此の疲

が充分に考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　例には網状の色素沈着と毛細1血管拡張がみ62Z，皮膚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萎縮は明瞭でなかつた。CivatteのPoikil（，derma　lこ
　　　　　　癒　　例　　　　　　　　　　　　　　　　っいては，之が独立性疾患であるか，また他の皮闇疾

　症例1・39才家庭の主婦。現病歴は約5年前より夏　　患の一現象に過ぎないのか多くの学渚により論議され

になると顔面の痒感を訴え軽度の鱗腎をもち，その部　　　て未だ結論を得ないものである。JacobiのPolldlo一

に褐色の色素沈着をみる様になつた。現症は両頬部，　　　dermaは色素沈藩，皮膚萎縮，血管拡張を3主徴と

鼻背・眼窩下部および右口角近くに比較的境界鮮明な　　するもので，Civatte難」はその限局型であるとされて

紫禍色の色素沈着あり，しかも皮慮の萎縮，綱状色素　　　いる。Jadass（，hnの成霞によるとOPPenheimは次の

沈テ畜，角質増殖は明瞭ではない（図1）。　左頬部色素　　　如く分類している。第1型には（1）汎発性型（Jaco－一

沈着部の組織検査所見では，角質増殖はなく，毛孔角　　　bi），（2）限局性型（C1vatte）の二つの亜型があり，

化はみられ，喪皮の萎縮と真皮に琳巴球の浸潤がみら　　その主症状は網状色素沈着，皮膚の非薄化，綴燃形

れた（図2）・　　　　　　　　　　　成，毛細雌’拡引釧撒様落胤毛嚢一致性結購～で
　症例2・21才の堰護婦。現痛歴は1昨年の11月頃よ　　　ある。第2型は先天性或いは幼ll・b’・より発病し，鳳斑様

り両頬部に癬擁性の発疹を生じ色素沈着を伴う。現症　　　変化を伴う。第3型は種々の皮廟疾患の一現象として
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現われ，例えばエリテマトーデス，誰皮症，リソバ肉　　　Poikiradermieを疑はしめた。しかしこれは儒州に

腫，黒皮症，薗状息肉腫，皮膚白血病，蜘臨癬その他　　　多く見られる頬部の唱細血管拡張症の合θFによるもの

の疾患のさいに現れる。しかしJadaSQhnは独立皮閥　　　であり，信州に於いては注意する必要がある。

疾患とすることを疑問視し，CivatteもRieh1黒皮
症と一部共通部分を認めそいる如く，またRieh1黒皮　　　　　　　　　主要文献
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